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研究会報告
2-5) ニューラルネットワークの学習過程は特殊な系だから多くの人には分かりにく
い 一 系を抽象化 (単純化)して議論したい｡そして､.神経回路網モデル以外の系にも
通用出来る概念を抽出したい｡
2-6)一次元周期ポテンシャル中でカオスノイズを受ける散逸粒子を議論 したら明瞭
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ス (解への滞在確率) が特別の構造を持たない通常のHopfield モデル (無論､多重安定
系)にカオスノイズを加えるだけで実現されることを示してVTlる｡同時に､先のカオスノ
イズと同じ不変密度を持つランダムノイズ環境下では､高いパフォーマンスは実現されな
いことも示している｡ この比較実験により､カオスノイズの短時間相関がTSP問題での高
いパフォーマシスを生む原因であることが証明された｡
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